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外郭団体のあり方に関する指針対象団体一覧 （令和７年７月１日現在）

１　地方三公社（２団体） 単位：人 単位：千円

名　　称 設立年月日 基本財産 市出捐金 出資 Ｒ６年度市決算額　

比率 債務保証 損失補償

(%) 固有 市退職者 市派遣 その他 補助金 負担金 委託料 貸付金 (限度額) (限度額)

1 福岡市住宅供給公社 S40.11.1 10,000 10,000 100.0 93 44 7 41 1 8,116 5,359,237

2 福岡北九州高速道路公社 S46.11.1 226,496,600 84,218,500 37.2 208 134 5 26 43 7,575 885 728,000 478,874,500

２　出資比率５０％以上　（１７団体）

名　　称 設立年月日 基本財産 市出捐金 出資 Ｒ６年度市決算額　

比率 債務保証 損失補償

(%) 固有 市退職者 市派遣 その他 補助金 負担金 委託料 貸付金 (限度額) (限度額)

1 （公財）福岡アジア都市研究所 S63.8.1 30,000 30,000 100.0 15 4 3 8 59,398 3,687 13,756

2 （公財）福岡市施設整備公社 H12.3.1 200,000 200,000 100.0 38 12 19 7 4,628,241 83,283 22,400,000

3 （公財）福岡市スポーツ協会 H3.9.2 218,270 160,000 73.3 36 30 1 5 91,647 491,991

4 （社福）福岡市社会福祉事業団 S48.2.28 5,000 5,000 100.0 449 447 2 18,661 20 2,689,383

5 （公財）ふくおか環境財団 S44.7.1 20,000 20,000 100.0 148 143 3 2 27,627 5,906 2,212,407 6,300,000

6 (株)福岡クリーンエナジー H12.10.20 5,000,000 2,550,000 51.0 79 12 6 9 52 2,595,225

7 （公財）福岡市中小企業従業員福祉協会 S50.8.8 10,000 10,000 100.0 6 5 1

8 （公財）福岡市文化芸術振興財団 H11.3.1 200,000 200,000 100.0 18 1 6 11 115,976

9 （公財）福岡観光コンベンションビューロー S62.9.1 796,000 755,000 94.8 36 23 1 5 7 497,677

10 （一財）福岡コンベンションセンター S54.10.1 200,000 185,000 92.5 44 30 8 4 2

11 （公財）九州先端科学技術研究所 H7.12.25 300,000 250,000 83.3 30 23 4 3 285,585 1,716

12 （公財）福岡市緑のまちづくり協会 S60.3.26 35,000 35,000 100.0 54 18 4 7 25 1,468 1,251,351

13 （公財）博多駅地区土地区画整理記念会館 S54.4.1 492,653 491,366 99.7 3 2 1

14 博多港開発（株） S36.10.12 6,400,000 3,264,000 51.0 40 35 3 2 384,180

15 博多港ふ頭（株） H5.4.30 700,000 357,000 51.0 84 78 2 3 1 6,832 2,605,317

16 （公財）福岡市水道サービス公社 S60.9.26 15,000 10,000 66.7 43 1 14 25 3 786,006 20,000

17 （公財）福岡市学校給食公社 S48.2.28 10,000 5,000 50.0 24 22 2 192,388

３　出資比率２５％以上５０％未満　（８団体）

名　　称 設立年月日 基本財産 市出捐金 出資 Ｒ６年度市決算額　

比率 債務保証 損失補償

(%) 固有 市退職者 市派遣 その他 補助金 負担金 委託料 貸付金 (限度額) (限度額)

1 （公財）福岡よかトピア国際交流財団 H2.6.11 3,252,200 900,000 27.7 20 12 2 6 0 104,408

2 (株)福岡ソフトリサーチパーク H3.9.30 5,428,000 3,270,000 47.2 9 6 2 1

3 福岡タワー（株） S62.10.14 3,000,000 1,000,000 33.3 15 11 1 3 1,441

4 (株)博多座 H8.7.5 1,125,000 300,000 26.7 60 57 2 1 426,051

5 福岡地下街開発（株） S47.2.1 7,382,280 3,600,000 48.8 26 20 4 1 1 20,700 58,001

6 サンセルコビル管理（株） S53.6.1 50,000 15,000 30.0 6 4 1 1

7 （一財）博多海員会館 S42.10.9 31,899 20,890 39.6 3 3

8 （公財）福岡市教育振興会 S34.7.27 61,180 28,850 47.2 7 6 1 53,568 4,268,624

常勤職員

常勤職員

常勤職員
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外郭団体のあり方に関する指針の取組状況 ※解散した団体については、解散年度の決算との比較

1,828,831 

4,275,387 2,595,225 ・令和2年9月末で銀行借入金の償還を終了した。
・プラント保守管理業務の競争入札等による保守管理経費等の削減、民間の経営ノウハウ
や技術力を活用した事務事業の見直しや、その他経費の削減の取組みを継続した。
・家賃等の経費削減のため、本社を東部工場へ移転した。0 8 8 

（公財）ふくおか環境財団

1．し尿・ごみ収集運搬業務等
2．家庭系ごみ・し尿処理手数料徴収事
務、粗大ごみ処理手数料収納事務、粗大
ごみ受付センター運営
3．西部リサイクルプラザの管理運営業
務（指定管理＜公募＞）
4．福岡市葬祭場の管理運営に関する業
務（指定管理＜非公募＞）
5. 環境学習、環境啓発事業（自主事
業）

事業内容や随意契約などのあり方を検討する団体
②市との随意契約などのあり方を検討する団体

417,109 

(株)福岡クリーンエナジー 1.東部工場（廃棄物焼却施設）の運営 経営努力を行う団体

▲ 1,680,162

2,708,064 ・令和２年度に開所した新たな児童発達支援センター分園の運営により、障がい児の支援の
充実を図った。
・あゆみ学園を機能強化・移転建替し令和７年度に開所予定となっている南部療育センター
の開所準備を進めた。
・指定管理者５施設について公募化を行った。0 2 2 

2,245,940 ・類似する事業を整理統合し、課長職を１名削減し、人件費の削減に努めた。
・随意契約について市と協議し検討を行った。
・福岡市と「災害廃棄物の収集・運搬支援に関する協定書」を締結したことに伴い、人員体制
の再構築及び人材の育成等により災害対応力を強化した。
・事業系食品廃棄物の収集運搬（リサイクル施設への搬入）を本格的に実施することで、事
業所から排出される食品廃棄物の資源化を推進した。
・燃料電池車による家庭系ごみ収集運搬業務などの新規事業を開始した。1 1 2 

（社福）福岡市社会福祉事業
団

1．第2種社会福祉事業
（障害児通所支援事業、身体障害者福祉
センター、障害児相談支援事業など）
2．その他委託を受けた福祉サービス事
業
（障がい者就労支援センター、発達障が
い者支援センターなど）

事業内容や随意契約などのあり方を検討する団体
②市との随意契約などのあり方を検討する団体

▲ 74,544

892,776 

2,782,608 

583,638 ・スポーツ普及振興事業のさらなる充実のため、スポーツ推進プラン（R5～10年間）及び、そ
れに基づく３か年の実施計画を策定した。
・自立的経営促進の観点から、派遣職員を固有職員へ切り替えた。
・非公募で指定管理となっている施設について、選定方法の検討を行った。▲ 1 6 5 

（公財）福岡市スポーツ協会
1.スポーツ施設の管理運営（指定管理）
2.スポーツ人材の確保・育成・活用
3.市民総合スポーツ大会の開催

事業内容や随意契約などのあり方を検討する団体
②市との随意契約などのあり方を検討する団体

▲ 309,138

115,469 

2,954,054 4,628,241 ・市の施設全般に係る維持保全業務の効率化に資するため、平成29年度より交通局から、
平成30年度より港湾空港局から受託を実施し、市有建築物を有する全ての局から維持保全
業務を受託することとなった。
・事務の効率化及び経費の削減に向けて、平成30年11月に、事務所をツインビルから市場
会館へ移転した。1 18 19 

（公財）福岡アジア都市研究
所

1.調査研究事業
(1)都市政策に関する調査研究
(2)アジアネットワークの形成
(3)情報の収集・分析・加工・発信
(4)人材の育成
2.受託事業

法人のあり方を検討する団体

▲ 38,628

（公財）福岡市施設整備公社
1.公共建築物の維持保全
2.学校施設等の建設、貸付、譲渡

経営努力を行う団体

1,674,187 

8,460 ・お客様のニーズを把握するため、お客様満足度調査を実施し、お客様サービスの向上に
向けた取組みを実施した。
・老朽化・予防保全対策を実施した。
・福岡高速６号線（アイランドシティ線）の整備を行い、令和３年３月に開通した。
・福岡高速３号線（空港線）延伸事業に着手した。5 21 26 

76,841 ・市のシンクタンクとして調査研究機能の強化・充実に向け、「情報戦略機能」、「アジアネット
ワーク機能」、「産学官民連携プラットフォーム機能」の３つを大きな柱として、事業をより良い
ものとするための検討・取組みを進め、団体のあり方の検討も行った。
・平成29年度以降、研究成果の還元に向けた新たな取組みとして「福岡都市圏職員向けセミ
ナー」や「九州大学との共催セミナー」の開催、URCニュースの配信などを開始し、新たな受
託事業の獲得につなげるなど経営の健全化を進めた。0 3 3 

福岡北九州高速道路公社
指定都市高速道路の新設、改築、維持管
理など

経営努力を行う団体

2,483 

4,983,873 

5,977 

5,367,353 
・市営住宅の管理業務の一部（緊急修繕、保守管理、駐車場管理）を行う指定管理者を公募
し、中央区、南区及び城南区で指定管理者を指定した。（令和５年度からは、コスト縮減、業
務効率化を図るため、３区を１つに大括り化を実施。）
・経営計画に基づき、コミュニティ支援や福祉的配慮などの新規事業について、市と連携して
協議・検討を行い、共益費徴収管理事業のモデル事業を開始した。
・新たな社会的課題や多様化するニーズに対応し、市民サービスの向上を図るため、派遣
職員から固有職員に切り替え、ノウハウの蓄積など業務の効率化を図った。

▲ 2 48 46 

福岡市住宅供給公社

1.分譲住宅事業
2.賃貸住宅事業
3.市営住宅管理等事業（管理代行・指定
管理）

事業内容や随意契約などのあり方を検討する団体
②市との随意契約などのあり方を検討する団体

383,480 

- 

・保有地の管理・処分などを実施し、令和２年度に解散した。

▲ 5 5 - 

市派遣役職員（人）
（H28.7.1）

市派遣役職員（人）
（R6.7.1）

福岡市土地開発公社
※解散した団体

1.公有地取得事業
(1)用地取得
(2)用地造成
2.公有用地の処分

解散が決定している団体

- - 

団体名 主な事業内容

外郭団体のあり方に関する指針の取組状況

団体の方向性

財政支出増減（千円）
（R6決算※－H28決算）

財政支出（千円）
（H28決算）

財政支出（千円）
（R6決算）

取組内容
市派遣役職員増減（人）

（R6.7.1－H28.7.1）

１
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外郭団体のあり方に関する指針の取組状況 ※解散した団体については、解散年度の決算との比較

市派遣役職員（人）
（H28.7.1）

市派遣役職員（人）
（R6.7.1）

団体名 主な事業内容

外郭団体のあり方に関する指針の取組状況

団体の方向性

財政支出増減（千円）
（R6決算※－H28決算）

財政支出（千円）
（H28決算）

財政支出（千円）
（R6決算）

取組内容
市派遣役職員増減（人）

（R6.7.1－H28.7.1）

- 
（公財）博多駅地区土地区画
整理記念会館

1.いこい室事業：会館の施設利用
（有料）

2.図書室事業：図書の閲覧・貸出
（総合図書館との相互貸借）

3.駐車場用地の賃貸

経営努力を行う団体

- 

1,252,819 

・令和５年３月に、植物園に一人一花運動の核となる施設であるボタニカルライフスクエアを
開設した。
・一人一花運動の輪をさらに広げるため、緑のコーディネーターの養成、新規活動団体の認
定、おもてなし花壇協賛者の獲得など、多様な共働者を新たに獲得するとともに、ガーデン
ラボや、ボタニカルライフスクエアでの花づくり活動団体交流会、研修会、緑のコーディネー
ター意見交換会を開催し、人材づくりに取り組んだ。
・街路樹管理システムを更新し、協会のノウハウを反映したリアルタイムなシステム構築を進
め、業務効率化の促進を図った。
・指定管理について、外部有識者の意見を踏まえ、管理運営状況の事業評価を実施すると
ともに、あり方の検討を行った。

1 6 7 

- ・利用者対象アンケート調査結果に基づき、サービス改善を引き続き実施した。
・大規模改装工事を実施し、利用者サービスの向上等を図った。
・より安定した自立経営のために、駐車場としての土地貸付事業において、契約の更新によ
り、貸付額の見直しを行い自主財源の確保を図った。- - - 

（公財）福岡市緑のまちづく
り協会

1．都市の緑化推進・普及啓発
2．街路樹の維持管理
3．都市緑化基金の造成・管理
4．都市施設等の建設・管理運営（指定
管理：東平尾・舞鶴公園）
5．駐車場及び公園便益施設の設置・管
理運営（売店・カフェ）等

事業内容や随意契約などのあり方を検討する団体
②市との随意契約などのあり方を検討する団体

258,444 

225,875 

994,375 

- 
・民間事業者による魚滓積替保管施設の稼働を開始し、令和元年度に解散した。

▲ 1 1 0 

（一財）福岡市水産加工公社
※解散した団体

1.水産残滓物処理事業
2.水産資源の高度利用事業

解散が決定している団体
▲ 225,875

（一財）福岡コンベンション
センター

コンベンション施設の運営管理
（福岡国際会議場、マリンメッセ福岡A
館・B館、福岡国際センター）

経営努力を行う団体

312,166 287,301 
・事業の内容やあり方を検証する中で、団体のあり方も検討し、研究開発中心の体制から、
DX支援や分析NEXTなど、地場企業等の課題解決を支援する体制へと再編した。
・福岡市産学連携交流センター内に設置されている分析機器室の管理運営業務を受託し
た。

▲ 1 5 4 

7 6 

▲ 818,813

（公財）九州先端科学技術研
究所

システム情報技術、ナノテクノロジー、
有機光デバイスの分野に関する調査研究
および社会実装、社会実証を産学官連携
で推進
・定常型研究、プロジェクト型研究およ
び受託研究・共同研究
・コンサルティング、産学連携コーディ
ネート事業および新産業・新事業の創出
支援、人材育成　等

法人のあり方を検討する団体

▲ 24,865

818,813 

303,259 497,677 

・国際会議の開催を迅速かつきめ細かに支援するため、九州大学内に「MPF九大デスク」を
設置した。
・国内観光需要を取り込むべく、福岡型ワーケーションや修学旅行・バスツアー等による周遊
観光の推進などに取り組むことで、地域経済の活性化を図るとともに、自然豊かな海辺エリ
アの地域資源を活用した滞在コンテンツの企画・造成などに取り組み、持続可能な観光を推
進した。
・交流都市としての基盤やビジネス環境、福岡独自の歴史・文化等の魅力により、国内外に
おける知名度・集客力を強化し、新たな誘客・より質の高い観光へと取組みを進める戦略を
策定し、観光庁による「観光地域づくり法人（ＤＭＯ）」への登録を行い、認定を受けた。
・宿泊税を活用したMICE支援事業やMICE誘致強化事業、修学旅行による都市圏周遊の推
進事業、福岡型ワーケーション推進事業等を開始した。
・ライオンズ国際大会の終了に伴い、派遣職員を削減した。

- ・令和３年４月から、マリンメッセ福岡Ｂ館の供用を開始した。
・マリンメッセ福岡Ａ館及びＢ館の併用開催による既存催事の規模拡大化提案や大型催事
の誘致を行い、利用率向上に努めた。
・令和５年度で銀行借入金の償還を終了した。0 4 4 

▲ 1

・福岡市の文化振興施策の方針を定めた「福岡市文化芸術振興計画」で、団体の役割を、
市の文化芸術施策を推進するため、専門性やネットワークを活かして、市の施策と連動した
具体的な事業を実施していくことと整理し、実施事業の再構築を行った。
・助成やアーツカウンシルの設置等により、文化芸術活動者の支援に取り組んだ。

0 6 6 

（公財）福岡観光コンベン
ションビューロー

1．観光客の誘致・受入
2．コンベンションの誘致、主催者に対
する支援
3．観光･コンベンション都市福岡の広報
及び宣伝
4. 観光及びコンベンションの調査、企
画及び開発　等

事業内容や随意契約などのあり方を検討する団体
①事業の内容などを検討する団体

194,418 

（公財）福岡市文化芸術振興
財団

1. 市民文化の振興（舞台芸術公演の提
供等）
2. 文化芸術活動者の支援・育成（市民
芸術祭・活動助成等）
3. 国内外との文化交流の促進（学校な
どにおける文化芸術体験事業等）
4. 文化普及、広報事業の推進（美術
品・博物館資料の収集、賛助会等）

法人のあり方を検討する団体

▲ 32,829

- - 

148,805 115,976 

・会員の入退会手続、会員事業所の変更手続及び慶弔給付金の請求手続についてインター
ネットを利用した申請方式を導入した。
・福利厚生に関するアンケートを同封したDM送付並びに市商工金融資金制度利用者宛送
付物に協会案内チラシ及び同アンケートを同封した営業活動を実施した。
・さらなる効果的、効率的な経営を行うため、中期経営計画（令和８～11年度）を策定中。- - - 

（公財）福岡市中小企業従業
員福祉協会

1.余暇事業（各種スポーツ大会、レクリ
エーション、施設利用の助成等）
2.健康管理事業（定期健康診断助成等）
3.給付事業（慶弔時の祝い金、弔慰金、
災害時の見舞金、永年会員ほう賞記念品
等）

経営努力を行う団体

-

２

参考資料２



外郭団体のあり方に関する指針の取組状況 ※解散した団体については、解散年度の決算との比較

市派遣役職員（人）
（H28.7.1）

市派遣役職員（人）
（R6.7.1）

団体名 主な事業内容

外郭団体のあり方に関する指針の取組状況

団体の方向性

財政支出増減（千円）
（R6決算※－H28決算）

財政支出（千円）
（H28決算）

財政支出（千円）
（R6決算）

取組内容
市派遣役職員増減（人）

（R6.7.1－H28.7.1）

45,100 - ・不動産仲介会社に対して定期訪問を実施し情報収集を図るとともに、ビル機能や充実した
利便施設、オフィス環境などをアピールするなど、入居率及び貸施設の稼働率改善に向け、
誘致活動を行った。
・最新テクノロジーに関するセミナーや研修、イベントをとおして、情報産業振興に資する事
業をＩＴ技術者や市民向けに実施した。- - - 

(株)福岡ソフトリサーチパー
ク

1．テナント賃貸事業
2．貸施設事業（ホール・会議室・駐車
場)
3. 交流事業

事業内容や随意契約などのあり方を検討する団体
①事業の内容などを検討する団体

▲ 45,100

178,089 

（公財）福岡よかトピア国際
交流財団

1. 在住外国人への情報提供、相談窓口
の設置
2. 国際交流ボランティア活動促進、国
際交流団体支援
3. 留学生奨学金事業（日本人、外国
人）
4. 福岡アジア文化賞の共催及びアジア
太平洋こども会議への助成

事業内容や随意契約などのあり方を検討する団体
①事業の内容などを検討する団体

104,408 ・地域の国際交流の推進を図るため、パンフレット「地域の国際交流（支援メニュー＆取組事
例集）」を作成した。
・フリーダイヤル、LINEコール転送機能の導入及びベトナム語相談支援員の配置によって相
談体制の充実を図った。
・地域における日本語教育を推進するため、日本語ボランティア入門講座等を実施した。
・奨学金制度について、自主財源を中心とする運営に見直した。
・財団機能の統合移転が完了したことに伴い、派遣職員を削減した。▲ 1 7 6 

▲ 73,681

110,205 

955,869 192,388 ・食育の取組みとして、児童・生徒・保護者を対象とした出前講座を実施した。
・物資の安心安全確保と検査効率化のため検査内容や方法を整理し検査マニュアルを作成
した。
・市内産農水産物加工品を提供し、地産地消を推進した。
・台風等による一部休校等に際し、繰越使用、フードバンクへの無償譲渡、パンの一般向け
販売等により未利用食材の有効活用を図った。
・令和２年度に給食センターの業務が民間委託となったことに伴い、調理部門を廃止した。▲ 1 3 2 

(一財）福岡市交通事業振興
会
※解散した団体

1.交通問題意識啓発事業
2.交通道徳・交通安全知識普及事業
3.乗客への便益増進事業
4.市からの受託事業
・駅・車両清掃
・広告物取扱い

5.駅構内店舗等の営業

法人のあり方を検討する団体

▲ 110,205

（公財）福岡市学校給食公社

・小学校、中学校及び特別支援学校の給
食用物資の調達及び配給に関する事業
・小学校、中学校及び特別支援学校の給
食用物資の安全性の確保に関する事業
・学校給食を通じた地産地消の推進及び
食育の推進に関する事業

経営努力を行う団体

▲ 763,481

786,006 
・配水施設等維持管理業務等の直営化により、随意契約の削減、人的関与・財政的関与の
最小化を図った。
・今後の業務内容や組織体制等について、検討を進めるとともに、公社における退職者の活
用等、市退職者を含めた局と公社の人材活用のあり方を検討した。
・給水装置工事申請・検査受付窓口のオンライン予約システムを整備し、事務の効率化を
図った。

▲ 69 93 24 

- 
・団体が実施している事業（公益・清掃・広告・構内営業事業）のあり方について、事業の特
殊性・専門性や現状の課題を踏まえ検証を行い、交通局へ直営化することとし、令和２年度
に解散した。

▲ 6 6 - 

(公財）福岡市水道サービス
公社

1．水道メーター維持管理業務
2．漏水発生給水管応急修理業務
3．給水装置等適正管理業務
4．簡易専用水道等の定期検査業務

事業内容や随意契約などのあり方を検討する団体
①事業の内容などを検討する団体

▲ 1,815,645

1,214,437 

2,601,651 

2,612,149 ・コンテナ貨物取扱量増加のため、日本海側航路拡充に向け、日本海側の各港湾と積極的
に意見交換を行うなどネットワーク構築に努めた。
・市と共同でアイランドシティコンテナターミナルに隣接したバンプールの整備を進め、全エリ
アを令和7年2月に供用した。
・セミナーや物流関連の展示会等において博多港の情報発信を行うとともに、博多港物流ト
ライアル推進事業を実施し、博多港の利用促進に取り組んだ。
・老朽化した施設の補修やバンプールの整備を実施した。0 3 3 

博多港ふ頭（株）

1. コンテナターミナル事業
荷役機械等（自社施設）の貸付、ガ

ントリークレーン（公共施設）の運営
2. 港湾施設管理運営（指定管理）

上屋、野積場、荷役機械等（公共施
設）の管理運営
3. 港湾施設の維持修繕（国有岸壁、水
域施設の清掃業務等）

経営努力を行う団体

1,397,712 

217 384,180 ・あり方について検討を行い、博多港の発展に貢献させていくこととし、今後の博多港の機能
強化において、同社がこれまでに蓄積したノウハウや資産を公共性の高い分野に役立てて
いくこととした。
・経営の安定化に向け、賃貸事業の売上増や経費削減等に取り組み、一層の事業の効率
化を図った。
・経営安定化に向け、業務執行体制の見直しを行った。▲ 6 7 1 

博多港開発（株）

1．埋立事業
2．賃貸事業（博多港センタービル、上
屋倉庫、ハーバーシティ）
3. 西福岡マリーナ運営事業
4. 指定管理事業（博多港国際ターミナ
ル・中央ふ頭クルーズセンター）
5.クルーズ受入事業

法人のあり方を検討する団体

383,963 

３

参考資料２



外郭団体のあり方に関する指針の取組状況 ※解散した団体については、解散年度の決算との比較

市派遣役職員（人）
（H28.7.1）

市派遣役職員（人）
（R6.7.1）

団体名 主な事業内容

外郭団体のあり方に関する指針の取組状況

団体の方向性

財政支出増減（千円）
（R6決算※－H28決算）

財政支出（千円）
（H28決算）

財政支出（千円）
（R6決算）

取組内容
市派遣役職員増減（人）

（R6.7.1－H28.7.1）

51,709 53,568 ・文書督促、電話督促や家庭訪問のほか、支払督促申立等の法的措置を強化するととも
に、新たにショートメッセージサービスを活用した督促を開始し、滞納額の減少につながっ
た。
・高校卒業前の返還手続きの奨励等早めの滞納防止に努めた。- - - 

（公財）福岡市教育振興会
奨学金貸付事業
高等学校等生徒に対する奨学金並びに入
学資金貸与

経営努力を行う団体

1,859 

- - ・財団の今後の運営のあり方について検討を行った。
・予約受付方法の工夫等により船員等の利用率の向上に努めた。
・経営の安定化を図るため、宿泊料金を改定するなど引き続き増収・増客及びコスト削減に
取り組んだ。- - - 

（一財）博多海員会館
船員の福利厚生施設（宿泊施設）の運営
「ホテルポートヒルズ福岡」

法人のあり方を検討する団体

- 

50,464 

- - 
・管理組合法人による長期修繕計画の作成及び遂行や躯体補強設計の着手など、ビル管
理会社としての支援やマネジメントを行った。
・管理費の未収金対策として、弁護士と協議しながら督促状の発送など、滞納者に対する法
的整理を含めた滞納整理に取り組んだ。
・経営改善に向け、管理組合法人等からの相談事項に迅速かつ的確に対応するなど、ビル
の活性化や賑わいの創出につながる取組みを支援した。

- - - 

福岡地下街開発（株）
1.地下街店舗、その他の不動産の建設、
取得、管理、賃貸
2.自動車駐車場業

経営努力を行う団体

28,237 

サンセルコビル管理（株）
サンセルコビルの土地・建物の管理、運
営、貸借

事業内容や随意契約などのあり方を検討する団体
①事業の内容などを検討する団体

- 

426,051 ・良質で集客力と収益性のある演目の選定・制作、効果的な広報・宣伝戦略の展開、多様な
チケット販売戦略や企業・団体などへの営業戦略の実施に加え、博多座以外の劇場での公
演など、事業収入の拡大を行った。
・中期経営計画を策定し、累積赤字減少に向け、売上の拡大と公演原価等の抑制による経
営努力を行い、令和３年度から４期連続の黒字となった。0 2 2 

78,701 ・公共地下通路の適切な維持管理を行い、長期投資計画に基づく設備投資及び改修工事を
行った。
・年間を通じた集客催事の企画・実施等により、魅力的な商業施設の創出に努めた。
・インバウンド客の増加などにより、店舗売り上げが前年比と比べて３期連続で増加した。0 1 1 

(株)博多座
1.演劇の興行
2.劇場施設の維持管理（指定管理）

経営努力を行う団体

▲ 147,759

- 

573,810 

1,441 
・開業30周年にあたり、開業以来初となるエントランスや展望室の全面リニューアル工事を
実施した。
・計画的な施設設備の維持管理及び施設の充実に努めた。
・展望客の集客強化のため、台湾の旅行情報サイトに福岡タワーの魅力を掲載するととも
に、SNSに最新情報を掲載する、各種コラボイベントの効果的な展開など国内外に向けた情
報発信に努め、また、インバウンド客の増加等に伴い展望客数が増加した。

- - - 

福岡タワー（株）

1.観光・展望施設の運営
2.電波塔の管理運営
3.放送通信施設設置、通信情報収集、伝
達処理

経営努力を行う団体

1,441 

４

参考資料２
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